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JR East Business Development SEA Pte. Ltd.(SEABD) aims to introduce 
brands and lifestyle businesses under JR East ’s network 
from Japan to the South East Asia region.

Expansion of lifestyle business & TOD in SEA

Collaboration with innovative companies in SEA

Introducing Japanese products and Brands

※TOD（Transit Oriented Development/公共交通指向型開発）

JR東日本東南アジア事業開発の概要
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事業紹介

コワーキングスペース運営
エキナカ施設運営

マレーシアレストランフロア運営



About One&Co

オープンスペースイメージ

事業内容：コワーキングスペース運営
開業時期：2019年8月
場所 ：シンガポール中⼼ビジネス地区 

地下鉄Tanjong Pagar駅 
店舗規模：約1,200㎡
コンセプト：Platform for Innovative Business”

企業向けの交流プラットフォームとしてのコワーキングスペースを運営。 ⽇本企業の
海外進出を応援するとともに、スタートアップとのマッチング機会や、ビジネス・イノ
ベーションを創発の場を目指して展開。

One＆Co
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One＆Co



About One&Co
日本企業と海外企業をつなぎイノベーションを創出するプラットフォーム

企業海外進出

産品販路拡大

訪日プロモーション

ベンチャー/
スタートアップ

出張/展示会

フィージビリティスタディ

日本企業 海外企業

コワーキング

コミュニケーション
（イベント等）

ラーニング
（語学教室等）

イノベーション
創出

コミュニティ

日本企業との連携

ネットワークづくり

ベンチャー/
スタートアップ

展示会

フィージビリティスタディ

シンガポール以外への
ビジネス拡大新たなビジネス機会の創出

日本の産業の海外展開サポート

他組織との連携（日本/シンガポール）
（企業、自治体、ベンチャー支援、展示会）

One＆Co



From website: Land Transport Authority

JV with

シンガポールMRT新線「トムソンイーストコースト線」において、2020年より16年
間の商業権を獲得。Woodlands駅を中心としたエキナカ開発を推進中。2022年7月1
日に、STELLAR@TE02として第一期開業。

• 全32駅のうち27駅が対象。

• 現地鉄道会社SMRT等とのJV設
立により、エキナカ開発・運営
を手掛ける。

Thomson-East Coast Line エキナカ開発



・施設名称 「STELLAR＠TE2」
・運営会社  Stellar SG-JP Retail 

Private Limited
・所在地  トムソン・イーストコー

スト線 ウッドランズ駅
・面積 約 1,560 ㎡

 （総貸付面積は約４,000 ㎡）
・店舗数 計 16 店舗 

(2022 年 7 月１日時点）

Thomson-East Coast Line エキナカ開発



■J’s GATE DINING概要

2024年3月、マレーシアのクアラルンプール中心地の商業施設
「Lot10」の４階レストランフロア「J’S GATE DINING」の
経営権を取得、当社による運営を開始。

マレーシアでの事業展開進出「J’S GATE DINING」

・立地 商業施設Lot10 4階
 Bukit Bintang, Lot10 , Level 4

・開業年 2018年1月18日開業
・業種構成 日本をテーマにしたレストランフロア
・テナント数 18テナント
・専有面積 2,519㎡ (約762坪)



マレーシアでの事業展開進出「J’S GATE DINING」



事業紹介

JAPAN RAIL CAFE
JAPAN RAIL CLUB



“Platform for real Japan, Platform for real communication” 
～本物の日本を体感できる「場」、お客さま同士が情報交換できる「場」～

所在地 ：シンガポール中⼼ビジネス地区 
地下鉄Tanjong Pagar駅 

開業 ：2016 年 12 ⽉ 4 ⽇（⽇） 
店舗⾯積：178.8 ㎡ （約 60 席）

⽇本各地域の観光、イベントに関わる情報発信や、食に関わる魅力発信の拠点として
2016年にオープン。

JAPAN RAIL CAFE



日本各地の地方自治体・DMO、事業者と連携し、シンガポールの日本ファン向けに観
光イベントを実施。郷土食作り体験やマスコットとのふれあいなどのイベントを継続し
て企画・実施し、リアル感のある形で地域のファンづくりを実施。

「ひがし北海道DMO」JRCAFE観光セミナー「秋田犬ツーリズム」JRCAFE秋田プロモーション

JAPAN RAIL CAFE



■マンスリー企画での地域特集メニュー

■マンスリー企画と連動した地域のリテール販売

JAPAN RAIL CAFE



日本のまだ知られざる地域産品をPRすることを目的として、フルーツや日本酒のサン
プリングを実施。試食や試飲体験を通じて各商品や各地への興味関心・訪日需要を喚起。

【茨城県】地酒バーのプロモーション【和歌山県】有田みかんのサンプリング

JAPAN RAIL CAFE



JAPAN RAIL CAFE
伊勢五本店（新規オープン）

江戸時代中期の宝永3年から続く酒屋「伊勢五本店」。各地の酒蔵との強いコネクションを活か
し、 JAPAN RAIL CAFE内にある伊勢五本店シンガポール店でも70蔵、約300品目の商品を販売。
お客様へ商品の特徴や魅力をご説明しながら商品を販売する対面接客が強み。お客様との関係を
構築しながら、酒の販売と情報発信を行うことが可能。

酒蔵との
コネクション 品質管理

生産者の
意図を汲んだ
情報発信

日本でも取扱が
限定されている
酒を正規輸入

冷蔵輸送、
冷蔵保管により
日本と同じ品質の

ままご提供

知識がある販売
員が常駐し、お客
様へしっかりとご

説明



2022年12月、海外日本ファン向け会員サービス「JAPAN RAIL CLUB」を立上げ。
日本との“つながり”を求める日本ファン層を対象にした、ヒト・モノ・コトを通じ
たプラットフォームを提供。

・運営会社    JR 東日本・JR 東日本東南アジア事業開発 
・サービス開始日 2022 年 12 月 1 日
・対象エリア    シンガポール・台湾等     
・URL    https://www.japanrailclub.com
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JAPAN RAIL CLUB



JAPAN RAIL CLUB



今後の取り組み展望



⽇本各地域の観光、食コンテンツにリアルに触れる場
イベント、試食・試飲、マンスリーメニュー、加工品販売など。

今後の取り組みについて

JAPAN RAIL CAFEだけではなく、外部の飲食店、日本食店との連携、
地場スーパーマーケットでのプロモーション実施により、規模を拡大。
ライブコマースなど新たなプラットフォームの取り組みも。



今後の取り組みについて

オンラインでの地域の情報発信、日本各地のお菓子・地産品のお届け
旅アトでも日本のモノに触れる動線を確保

地域と連携をしたお土産Boxの提供により、より日本の各地域を身近に感じていただく。
鉄道パス類やユニークなツアー販売による各地へのインバウンド還流

山形お土産Box
（2024年6月）

今後新たに開始、拡大



①旅マエ

②旅ナカ

③旅アト

オンラインでの地域の情報発信、
⇒鉄道PASS,ユニークな体験ツアーの販売などによる各
地域への送客、現地での本物の日本食の飲食など

今後の取り組みについて

⽇本各地域の観光、食コン
テンツにリアルに触れる場
⇒外部飲食店やスーパーと
の連携、ライブコマースな
どの新たなプラットフォー
ム活用

日本各地のお菓子・
地産品のお届け
⇒地域と連携した
お土産Boxなど


